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ⅠⅠ 主主題題設設定定のの理理由由
１１ 音音楽楽科科のの今今日日的的なな課課題題かからら
新型コロナウイルスによる制限も少しずつ緩和され、

筆者がお世話になった実習校でも、歌唱やリコーダー
の授業、グループでの話し合いなどができるようにな
ってきた。それに伴い、コロナ収束後の音楽の授業づ
くりについて考えていく必要性を感じた。
コロナ感染症対策下においての課題として菅

（ ）は、「特に中学校教員から多く挙げられたの
が、これまでの歌唱や器楽などの≪再表現活動に偏り
がちな音楽授業の見直し≫の声であった」と述べてい
る。コロナ収束後の音楽教育では、従来の音楽の授業
に戻すのではなく、 の発達などの未来を見据えた
新たな授業づくり、題材構成を目指していく必要があ
ると考える。また、中島・高倉・平野（ ）は日
本の音楽教育の問題点の一つは、「音楽づくり」や
「鑑賞」が充分に行われていないことであると述べて
いる。教科書に掲載されている教材数の差が原因の一
つではないかと考え、教科書の目次を見てみると、教
育芸術社の「中学生の音楽１」では、歌唱教材が９
つ、鑑賞教材が７つなのに対し、創作教材は つで
ある。また、「中学校音楽２・３上」では、歌唱教材
が１０、鑑賞教材が つに対し、創作教材は２つで
ある。「中学生の音楽２・３下」でも、歌唱教材は８
つ、鑑賞教材が つに対し、創作教材は つであ
る。合計すると、歌唱教材が２７、鑑賞教材が１９、
創作教材が６である。再表現活動に偏らないために
は、創作など自分で新しいものを生み出す活動を充実
させていくことが必要なのではないかと考えた。
２２ 中中学学校校学学習習指指導導要要領領（（平平成成 年年告告示示））解解説説音音楽楽
編編かからら
中学校学習指導要領（平成 年告示）解説音楽編

（ ）によれば、中学校音楽科の目標は、「表現及
び鑑賞の幅広い活動を通して学習が行われることを前
提とし、音楽的な見方・考え方を働かせた学習活動に
よって生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに
かかわる資質能力を育成することを目指すこと」であ
る。このことから、音楽的な見方・考え方を働かせる
授業づくりは、音楽科において重要な課題であると考
える。音楽的な見方・考え方とは、「音楽に対する感
性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている要素
とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、生
活や社会、伝統や文化などと関連付けること」とされ

ている。
また、中学校音楽科の改定の基本的な考え方とし

て、以下の二つが示されている。
・感性を働かせ、他者と協働しながら、音楽表現を生
み出したり音楽を聴いてそのよさや美しさなどを見出
したりすることができるよう、内容の改善を図る。
・音や音楽と自分との関わりを築いていけるよう、生
活や社会の中の音や音楽の働き、音楽文化について理
解を深める学習の充実を図る。
以上のことから、これからの音楽の授業について

考えていく中で、音楽的な見方・考え方を働かせた学
習活動を通して、子どもの資質能力を育成できるよう
に内容の改善を図っていく必要があると考える。特
に、音楽的な見方・考え方を働かせるうえで重要なの
は、知覚したことと感受したこととを関連させ、音楽
表現に活かしていくことであると考える。

ⅡⅡ 研研究究のの構構想想
１１ 研研究究のの目目標標
生徒自身が知覚したことと感受したこととを関連さ

せ、音楽表現に生かしていくことができるようになる
ことを目指し、「音遊び」や「アーティキュレーショ
ンを工夫する」といった活動を取り入れて、音楽的な
見方・考え方を働かせられる授業実践になるようにす
る。また、創作に対し難しいというイメージをもつ生
徒が多い実態や、自分の思いや意図に自信をもててい
ない実態を改善する。さらに、現代音楽の世界にも触
れさせることで、生徒の音楽的な視野を広げられるよ
うにする。
２２ 以以上上のの 点点をを研研究究のの目目標標ととししたた研研究究のの仮仮説説とと手手
立立てて

（（１１））研研究究のの仮仮説説
音楽をつくる当事者意識を育てることで、主体的
に学習に取り組めるようになり、音楽的な見方・
考え方を働かせて自分なりの思いや意図をもって
音楽表現できるようになるのではないか。
（（２２））手手立立てて
手立て１：導入で音遊びを取り入れたり、身近な

素材である「紙」を活用して創作の学
習を行ったりすることで、創作に対す
る難しいというイメージを減らすこと
ができるのではないか。

音楽的な見方・考え方を働かせる中学校音楽科の創作、器楽の授業づくり
―音遊びやアーティキュレーションを工夫する活動を取り入れた実践を通して―
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ぞれ個人で試行錯誤しながら音探しをする。その後、
まずはペアでどんな音を見つけたのか共有し、全体で
も意見交流を行う。その際、人の意見は赤ペンで書き
加えるように指示をした。
第 時：本題材の目標である、学習課題「音色と

構成を生かして音楽をつくろう」 の動画
「【楽器を使わない音楽】紙をやぶくだけ【今できる
打楽器アンサンブル】」を鑑賞し、動画の中で自分が
いいなと思った音の出し方をワークシートに赤ペンで
加筆する。今まで見つけてきた音に対し、音に合った
マークを考えた。マークを考えることが難しいと感じ
る生徒に対しては、〇や△などシンプルなマークを付
け、図形楽譜にする際、どの音を使うのかわかるよう
に指導・援助を行った。
第 時：童謡「チューリップ」を用いて、反復、

変化、対照といった構成に関する説明を行った。反復
している部分だと感じたらグー、変化させている部分
だと感じたらチョキ、対照させていると感じたらパー
といったように、ハンドサインを使って自分の考えを
示せるようにした。その後、図形楽譜についての説明
を行い、自分でテーマを設定した。設定したテーマに
合うよう音色や構成を工夫しながら、個人で音楽創作
を行った。机間指導する中で、その音でどんなことを
表現したいのか、思いや意図を確認するようにした。
第 時：ペアでお互いの作品に対しアドバイスを

し合う対話的な学習の場を設定した。ペアトークをし
ながら、創作を進めた。
第 時：ペアトークで得た学びを踏まえ、個人で

作品を完成させる時間となった。完成した生徒から、
次回の録音に向けて練習を行った。
第 時：完成した紙の音楽をペアで録画し合い、

提出した。提出の際には、 の「発
表ノート」に動画を張り付けて提出させた。
（（２２））結結果果とと考考察察
①①アアンンケケーートト調調査査かからら

【資料２】は、事後アンケートの結果である。こ
の結果から、生徒達にとって音楽をつくることはまだ
まだ難しいイメージがあることがわかった。事前アン
ケートを行った 月の頃と比べると、若干ではある
が「音楽をつくることは難しいと思いますか」という
質問に対し、「とてもそう思う」という回答は減少し
ている。しかし「そう思う」か「そう思わないか」で
比較すると、難しいというイメージをもつ生徒はむし
ろ増えており、反省すべき課題となった。原因とし
て、今回の実践で行った創作は自由度が高く、 年生
の最初に行う創作としては難易度が高かったことが考
えられる。小学校学習指導要領（平成 年告示）解
説音楽編（ ）の第 章指導計画の作成と内容の
取扱い（ ）アにおいて、「適切な条件を設定するな
ど、児童が無理なく音を選択したり組み合わせたりす
ることができるよう指導を工夫すること」と言及さ
れている。中学生においても、適切な条件設定が必要
であったと考える。また、テーマを統一することや、
グループワークを多く取り入れるなどの工夫も必要で
あったと考えられる。

月 授業で扱う教材 分活動 ねらい 関連する音楽の要素
４ ・校歌

・「 ’ 」
・主は冷たい土の中に
・喜びの歌（リコーダー）

① ガイダンス
（アンケート調査と説明）
② 分 秒、紙を使った

音遊び（紙で音楽をつく
ろう１）

③ 紙で音楽をつくろう２
④ 紙で音楽をつくろう３
⑤ 紙で音楽をつくろう４
⑥ 紙で音楽をつくろう５
⑦ 紙で音楽をつくろう６

・子ども達の音楽の概念を広げる。
・身近なもの（紙）を楽器として扱い、創作を
より身近に感じられるようにする。
・様々な音色に気づく耳を育てる。

・音色
・リズム

６ ・「浜辺の歌」
（合唱コンクールの選曲）

・音楽を形づくっている要素とその働きにつ
いて、作り手としての視点をもって学ぶこと
ができるようにする。
・音を音楽へと構成していく過程で、音楽を形
づくっている要素とその働きの視点で捉え、
捉えたことと自己のイメージや感情を関連付
けて考える力を養う。

・音色
・リズム
・強弱
・構成

７ ・合唱コンクールの曲
（音作りと曲作り）
・魔王

資料１

資料２

手立て２：音遊びから創作へと展開していくこと
で、知覚・感受したことと自己のイメ
ージを関連付け、主体的に音楽表現を
工夫する力を育てられるのではない
か。

手立て３：楽譜通りに演奏するだけでなく、アー
ティキュレーションを自分たちで考え
工夫することによって、アーティキュ
レーションがもたらす曲想の変化を捉
え、思いや意図をもって主体的に音楽
表現を工夫する心情を育てることがで
きるのではないか。

３３ 仮仮説説のの検検証証方方法法
（（１１））アアンンケケーートトのの分分析析
アンケートによる実態調査を行い、どのような変

容があったのかを分析する。
（（２２））ワワーーククシシーートトのの分分析析
ワークシートの記述から、知覚したことと感受した

こととを関連させながら、思いや意図を音楽表現につ
なげられていたかを分析する。

ⅢⅢ 音音遊遊びびをを取取りり入入れれたた実実践践（（教教師師力力向向上上実実習習ⅡⅡ））
１１ 生生徒徒のの実実態態
配属された学級である中学校 年生 人を対象と

したアンケート調査では、「音楽をよく聴ききます
か」という質問に対し、肯定的な回答の生徒は約
割であった。それに対し、「音楽の授業は好きです
か」という質問に対しての肯定的な回答の生徒は
割に満たなかった。日常生活の中で音楽を聴くことが
あっても、音楽の授業となるとやや好感を持つ生徒が
減ってしまうことがわかった。また、「音楽をつくる
ことは難しいと思いますか」という質問に対しては、
割近くの生徒が難しいという印象をもっていた。少

しでも創作のハードルを低くできるよう、生徒が親し
みやすい教材を用いた創作の授業づくりを行う必要が
あると考える。さらに、「自分なりに工夫して音楽を
表現しようとしていますか」という質問では、 人
の生徒が肯定的な回答をしていたが、そのうち約
割は「どちらかといえばそう思う」という回答だった
ため、より思いや意図をもって音楽を表現しようとす
る力を育成する必要があると考える。そして、授業を
観察する中で、自分がこうしたいというよりは、教師
に言われたからそのように表現していると見受けられ
る生徒もいた。以上のことを受けて、創作に対して難
しいというイメージをもっていることや、自分の思い
や意図を音楽表現に生かしきれていない実態を改善し
たいと考えた。
２２ 目目指指すす子子どどもも像像
生徒の実態を踏まえ、本題材で目指す子どもの姿を次
のように設定した。

他者と協働しながら、主体的に表現を工夫できる
生徒
３３ 手手立立てて
・・「「 分分 秒秒」」のの鑑鑑賞賞にによよるる音音楽楽的的視視野野のの拡拡大大
紙による創作を行う前段階として、教師の実演に

よるジョン・ケージ作曲の「 分 秒」を鑑賞させ
て、明確なメロディーが無くとも音楽になることに気
づかせる。現代音楽に触れ、音楽的な視野を広げる。
・・音音遊遊びびをを取取りり入入れれたた導導入入
音遊びとして、身近な素材である紙からどんな音が

出せるか音探しを行うことで、様々な音の出し方や音
色があることに気づくことができるようにする。
・・紙紙をを楽楽器器ととししてて扱扱うう
演奏が非常に平易であり、演奏に対し苦手意識の

ある子も取り組みやすいと考え、本実践では紙を楽器
として扱った。
・・図図形形楽楽譜譜のの活活用用
記録媒体として、図形楽譜を活用する。図形楽譜を

活用することにより、五線譜に音符を書く必要がなく
なり、音楽の授業が苦手な生徒も取り組みやすいと考
えた。
４４ 授授業業実実践践のの実実際際
対象： 中学校 第 学年
分野：創作
題材：紙で音楽をつくろう
教材：ジョン・ケージ作曲「 分３３秒」、新聞紙、

「【楽器を使わない音楽】紙をやぶくだけ【今
できる打楽器アンサンブル】」（ の動
画）

（（１１））実実践践内内容容
本実践は、 分の帯時間を利用して行った。題材

全体は、 時間完了（ 分×６）として計画を立
て、実践した。【資料１】は、教師力向上実習Ⅱでの
指導計画である。
第 時：導入としてジョン・ケージの「 分３３

秒」の鑑賞を行う。生徒達には目を閉じてもらい、聴
くことに集中できるようにする。演奏を聴いた後、ど
んな音が聴こえたか発問したところ、「カタンカタン
という音（教師がピアノの蓋を開け閉めした時の音だ
と思われる）」という答えや、「車が通る音」、「時計が
カチコチしている音」といった答えが返ってきた。そ
こで、ジョン・ケージや「 分 秒」という楽曲に
ついて触れ、身の回りの音や沈黙も音楽になるという
視点をもたせた。次に、新聞紙を配り、音遊びとして
「紙からどんな音色が出せるか試してみよう」という
活動を行う。ワークシートに音の出し方とどんな音色
がしたかをメモするよう指示をした。生徒達は、それ
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ぞれ個人で試行錯誤しながら音探しをする。その後、
まずはペアでどんな音を見つけたのか共有し、全体で
も意見交流を行う。その際、人の意見は赤ペンで書き
加えるように指示をした。
第 時：本題材の目標である、学習課題「音色と

構成を生かして音楽をつくろう」 の動画
「【楽器を使わない音楽】紙をやぶくだけ【今できる
打楽器アンサンブル】」を鑑賞し、動画の中で自分が
いいなと思った音の出し方をワークシートに赤ペンで
加筆する。今まで見つけてきた音に対し、音に合った
マークを考えた。マークを考えることが難しいと感じ
る生徒に対しては、〇や△などシンプルなマークを付
け、図形楽譜にする際、どの音を使うのかわかるよう
に指導・援助を行った。
第 時：童謡「チューリップ」を用いて、反復、

変化、対照といった構成に関する説明を行った。反復
している部分だと感じたらグー、変化させている部分
だと感じたらチョキ、対照させていると感じたらパー
といったように、ハンドサインを使って自分の考えを
示せるようにした。その後、図形楽譜についての説明
を行い、自分でテーマを設定した。設定したテーマに
合うよう音色や構成を工夫しながら、個人で音楽創作
を行った。机間指導する中で、その音でどんなことを
表現したいのか、思いや意図を確認するようにした。
第 時：ペアでお互いの作品に対しアドバイスを

し合う対話的な学習の場を設定した。ペアトークをし
ながら、創作を進めた。
第 時：ペアトークで得た学びを踏まえ、個人で

作品を完成させる時間となった。完成した生徒から、
次回の録音に向けて練習を行った。
第 時：完成した紙の音楽をペアで録画し合い、

提出した。提出の際には、 の「発
表ノート」に動画を張り付けて提出させた。
（（２２））結結果果とと考考察察
①①アアンンケケーートト調調査査かからら

【資料２】は、事後アンケートの結果である。こ
の結果から、生徒達にとって音楽をつくることはまだ
まだ難しいイメージがあることがわかった。事前アン
ケートを行った 月の頃と比べると、若干ではある
が「音楽をつくることは難しいと思いますか」という
質問に対し、「とてもそう思う」という回答は減少し
ている。しかし「そう思う」か「そう思わないか」で
比較すると、難しいというイメージをもつ生徒はむし
ろ増えており、反省すべき課題となった。原因とし
て、今回の実践で行った創作は自由度が高く、 年生
の最初に行う創作としては難易度が高かったことが考
えられる。小学校学習指導要領（平成 年告示）解
説音楽編（ ）の第 章指導計画の作成と内容の
取扱い（ ）アにおいて、「適切な条件を設定するな
ど、児童が無理なく音を選択したり組み合わせたりす
ることができるよう指導を工夫すること」と言及さ
れている。中学生においても、適切な条件設定が必要
であったと考える。また、テーマを統一することや、
グループワークを多く取り入れるなどの工夫も必要で
あったと考えられる。

月 授業で扱う教材 分活動 ねらい 関連する音楽の要素
４ ・校歌

・「 ’ 」
・主は冷たい土の中に
・喜びの歌（リコーダー）

① ガイダンス
（アンケート調査と説明）
② 分 秒、紙を使った

音遊び（紙で音楽をつく
ろう１）

③ 紙で音楽をつくろう２
④ 紙で音楽をつくろう３
⑤ 紙で音楽をつくろう４
⑥ 紙で音楽をつくろう５
⑦ 紙で音楽をつくろう６

・子ども達の音楽の概念を広げる。
・身近なもの（紙）を楽器として扱い、創作を
より身近に感じられるようにする。
・様々な音色に気づく耳を育てる。

・音色
・リズム

６ ・「浜辺の歌」
（合唱コンクールの選曲）

・音楽を形づくっている要素とその働きにつ
いて、作り手としての視点をもって学ぶこと
ができるようにする。
・音を音楽へと構成していく過程で、音楽を形
づくっている要素とその働きの視点で捉え、
捉えたことと自己のイメージや感情を関連付
けて考える力を養う。

・音色
・リズム
・強弱
・構成

７ ・合唱コンクールの曲
（音作りと曲作り）
・魔王

資料１

資料２

手立て２：音遊びから創作へと展開していくこと
で、知覚・感受したことと自己のイメ
ージを関連付け、主体的に音楽表現を
工夫する力を育てられるのではない
か。

手立て３：楽譜通りに演奏するだけでなく、アー
ティキュレーションを自分たちで考え
工夫することによって、アーティキュ
レーションがもたらす曲想の変化を捉
え、思いや意図をもって主体的に音楽
表現を工夫する心情を育てることがで
きるのではないか。

３３ 仮仮説説のの検検証証方方法法
（（１１））アアンンケケーートトのの分分析析
アンケートによる実態調査を行い、どのような変

容があったのかを分析する。
（（２２））ワワーーククシシーートトのの分分析析
ワークシートの記述から、知覚したことと感受した

こととを関連させながら、思いや意図を音楽表現につ
なげられていたかを分析する。

ⅢⅢ 音音遊遊びびをを取取りり入入れれたた実実践践（（教教師師力力向向上上実実習習ⅡⅡ））
１１ 生生徒徒のの実実態態
配属された学級である中学校 年生 人を対象と

したアンケート調査では、「音楽をよく聴ききます
か」という質問に対し、肯定的な回答の生徒は約
割であった。それに対し、「音楽の授業は好きです
か」という質問に対しての肯定的な回答の生徒は
割に満たなかった。日常生活の中で音楽を聴くことが
あっても、音楽の授業となるとやや好感を持つ生徒が
減ってしまうことがわかった。また、「音楽をつくる
ことは難しいと思いますか」という質問に対しては、
割近くの生徒が難しいという印象をもっていた。少

しでも創作のハードルを低くできるよう、生徒が親し
みやすい教材を用いた創作の授業づくりを行う必要が
あると考える。さらに、「自分なりに工夫して音楽を
表現しようとしていますか」という質問では、 人
の生徒が肯定的な回答をしていたが、そのうち約
割は「どちらかといえばそう思う」という回答だった
ため、より思いや意図をもって音楽を表現しようとす
る力を育成する必要があると考える。そして、授業を
観察する中で、自分がこうしたいというよりは、教師
に言われたからそのように表現していると見受けられ
る生徒もいた。以上のことを受けて、創作に対して難
しいというイメージをもっていることや、自分の思い
や意図を音楽表現に生かしきれていない実態を改善し
たいと考えた。
２２ 目目指指すす子子どどもも像像
生徒の実態を踏まえ、本題材で目指す子どもの姿を次
のように設定した。

他者と協働しながら、主体的に表現を工夫できる
生徒
３３ 手手立立てて
・・「「 分分 秒秒」」のの鑑鑑賞賞にによよるる音音楽楽的的視視野野のの拡拡大大
紙による創作を行う前段階として、教師の実演に

よるジョン・ケージ作曲の「 分 秒」を鑑賞させ
て、明確なメロディーが無くとも音楽になることに気
づかせる。現代音楽に触れ、音楽的な視野を広げる。
・・音音遊遊びびをを取取りり入入れれたた導導入入
音遊びとして、身近な素材である紙からどんな音が

出せるか音探しを行うことで、様々な音の出し方や音
色があることに気づくことができるようにする。
・・紙紙をを楽楽器器ととししてて扱扱うう
演奏が非常に平易であり、演奏に対し苦手意識の

ある子も取り組みやすいと考え、本実践では紙を楽器
として扱った。
・・図図形形楽楽譜譜のの活活用用
記録媒体として、図形楽譜を活用する。図形楽譜を

活用することにより、五線譜に音符を書く必要がなく
なり、音楽の授業が苦手な生徒も取り組みやすいと考
えた。
４４ 授授業業実実践践のの実実際際
対象： 中学校 第 学年
分野：創作
題材：紙で音楽をつくろう
教材：ジョン・ケージ作曲「 分３３秒」、新聞紙、

「【楽器を使わない音楽】紙をやぶくだけ【今
できる打楽器アンサンブル】」（ の動
画）

（（１１））実実践践内内容容
本実践は、 分の帯時間を利用して行った。題材

全体は、 時間完了（ 分×６）として計画を立
て、実践した。【資料１】は、教師力向上実習Ⅱでの
指導計画である。
第 時：導入としてジョン・ケージの「 分３３

秒」の鑑賞を行う。生徒達には目を閉じてもらい、聴
くことに集中できるようにする。演奏を聴いた後、ど
んな音が聴こえたか発問したところ、「カタンカタン
という音（教師がピアノの蓋を開け閉めした時の音だ
と思われる）」という答えや、「車が通る音」、「時計が
カチコチしている音」といった答えが返ってきた。そ
こで、ジョン・ケージや「 分 秒」という楽曲に
ついて触れ、身の回りの音や沈黙も音楽になるという
視点をもたせた。次に、新聞紙を配り、音遊びとして
「紙からどんな音色が出せるか試してみよう」という
活動を行う。ワークシートに音の出し方とどんな音色
がしたかをメモするよう指示をした。生徒達は、それ
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たり叩いたりすると音が変わった」というような音の
変化に関すること、「紙から色々な音が出せた」とい
うような音の多様性に関することといった、音色に関
する記述をしている生徒が 人中 人であった。
さらに、「いろいろな音色が出せて面白かった、楽し
かった」というような記述は 人中 人の生徒が
しており、約半数の生徒は、難しいイメージのある創
作でも楽しみながら活動できていたと考えられる。
（（３３））成成果果とと課課題題
①①成成果果

紙（新聞紙）を活用した創作は、かなり平易な技
術で音色の探求を行うことができた。
自分で考えたテーマを音楽で表現するために、音

楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え、
捉えたことと自己のイメージや感情と関連付けられ
る活動にもなっていた。
音遊びを取り入れることによって楽しみながら創

作を行うことができた。
②②課課題題
まず、使い終わった紙（新聞紙）がごみになっ

てしまうため、生徒によってはその後の歌の時間
などに手で遊んでしまうといった姿が見られた。
紙を回収し、床にも紙が落ちていない状態にする
ということを徹底していく必要があった。
音遊びや演奏が平易なものを取り入れても、す

ぐには生徒の創作への難しさは払拭されない。「自
分にも音楽をつくることができるんだ」と思える
ような手立てや活動を考えていきたい。
適切な条件設定が必要であった。今回の実践で

は、一人一人テーマがバラバラで自由度が高かっ
た。様々なイメージが連想できるテーマで統一
し、グループワークがより効果的になるよう工夫
する必要があったと考える。
また、録音する際のタブレットの操作説明など

も、順序だててわかりやすくしないと混乱が起き
てしまう。生徒にわかりやすく説明できるよう、
話し方にも気をつけるようにしたい。

ⅣⅣ アアーーテティィキキュュレレーーシショョンンをを工工夫夫すするる活活動動をを取取りり
入入れれたた実実践践（（教教師師力力向向上上実実習習ⅠⅠ））

１１ 生生徒徒のの実実態態
実習校の生徒は、音楽の授業に進んで参加できる

生徒が多く、創作や器楽などの活動には楽しんで参加
する様子が見られる。コロナウイルスの影響で歌唱や
器楽の活動、話し合い活動はあまりできていない。

年生（当時）においては、 年生の頃に「栄光の
架橋」を練習していたため、リコーダーの演奏技能自
体は低くないと思われるが、「リコーダーを演奏する
ことが好きだ」と答えた生徒は、「好きではない」と
答えた生徒の数とあまり変わらないことがアンケート

調査からわかった。
【資料７】は事前アンケートの結果である。音楽

の授業で仲間と協力したり話し合ったりしたいと思う
生徒が 割で、協働的な学びを生徒たち自身が求め
ていると考えることができる。なお、リコーダーを演
奏する時に気を付けていることに関して「息の強さ」
や「音色」、「テンポ」や「タンギング」、「運指」の項
目は大体同じくらいの生徒が回答しているが、「アー
ティキュレーション」と答えた生徒が非常に少なかっ
た。これは今まで学習してきたリコーダーの曲にほと
んどにアーティキュレーションが書かれておらず、意
識する必要性を感じていなかったためだと思われる。

２２ 目目指指すす子子どどもも像像
生徒の実態を踏まえ、本題材で目指す子ども像を次

のように設定した。
協働的な学習を通して、様々な価値観を受け入れて自
らの学びに活かすことのできる生徒
３３ 手手立立てて
・・アアーーテティィキキュュレレーーシショョンンをを工工夫夫すするる活活動動
曲を演奏できるようにして終わりではなく、アー

ティキュレーションを自ら工夫する活動を行うこと
で、作り手の立場を体験し、主体的に表現を工夫でき
るようになると考えた。
・・ のの画画面面比比較較機機能能のの活活用用
「画面比較」機能を活用することで、異なる意見

をもつ生徒同士で対比することができ、さらに思考を
深められるのではないかと考えた。
・・ のの発発表表ノノーートト機機能能のの活活用用

資料７

②②ワワーーククシシーートトかからら
【資料 】のワークシートは、第 時から第 時に

おいて扱った音探しのワークシートである。この生徒
は、自分で見つけた音、友達から教えてもらった

音、 の動画を鑑賞して見つけた音をそれぞ
れ分けて書いている。特に自分で見つけた音色から
は、「楽しいような」、「タンバリンやマラカスのよう
な」といったような明るい雰囲気を感受している。ま
た、音に対する自分なりのイメージをマークとして表
すことができている。

【資料４】は、第 時から第 時にかけて扱った
生徒 の図形楽譜のワークシートである。前時まで
に見つけた音を組み合わせ、図形楽譜として表した。
生徒 は「楽しい感じ」をテーマとし、特に工夫し
たこととして、楽しい感じになるように、明るい感じ
の音を組み合わせてつくったと記述している。また、
作品の中では友達から得た学びも取り入れている。演
奏した音源を聴くと、音色だけでなく、リズムによっ
ても構成が工夫されており、知覚・感受したこととを
自己のイメージと関連させながら音楽で表現すること
ができていたと考えられる。

【資料５】のワークシートは、生徒 による音探
しのワークシートである。生徒 とは違い、音色か

ら「風の音」、「雨の音」など、自然の音を連想したこ
とがうかがえる。指で紙を弾いたことによって生じた
音に対し、生徒 は楽しいという感じを受けている
が、生徒 は雨の音のように感じている。このよう
に、同じ音の出し方をしても人によって感じ方が違う
ということが音楽科ではしばしばみられるが、どちら
の音の受け止め方も間違いではないと考える。むしろ
こうした感じ方の違いについて学級に広げていくこと
で、主体的に表現を工夫する姿につながっていくので
はないかと考える。

【資料６】は生徒 による図形楽譜のワークシー
トである。生徒 は「雨の日の感じ」をテーマと
し、特に工夫したこととして雨が強くなっていく感じ
を、強弱を使って工夫したと記述している。演奏した
音源を聴くと、雨の日を表現するために自分自身が雨
の音だと感じた音から始まり、雷や風なども音色を生
かして表現しようとしていることがうかがえる。音探
しを行ってからテーマを決めて創作の活動に取り組ん
だことにより、音色を聴きとり、音色の働きが生み出
すよさや面白さ、美しさを生かした表現につながった
のではないかと考える。

③③振振りり返返りりのの記記述述かからら
振り返りに書かれた記述を分析してみると、「丸め

資料６ 生徒資料４ 生徒

資料３ 生徒 資料 生徒
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たり叩いたりすると音が変わった」というような音の
変化に関すること、「紙から色々な音が出せた」とい
うような音の多様性に関することといった、音色に関
する記述をしている生徒が 人中 人であった。
さらに、「いろいろな音色が出せて面白かった、楽し
かった」というような記述は 人中 人の生徒が
しており、約半数の生徒は、難しいイメージのある創
作でも楽しみながら活動できていたと考えられる。
（（３３））成成果果とと課課題題
①①成成果果

紙（新聞紙）を活用した創作は、かなり平易な技
術で音色の探求を行うことができた。
自分で考えたテーマを音楽で表現するために、音

楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え、
捉えたことと自己のイメージや感情と関連付けられ
る活動にもなっていた。
音遊びを取り入れることによって楽しみながら創

作を行うことができた。
②②課課題題
まず、使い終わった紙（新聞紙）がごみになっ

てしまうため、生徒によってはその後の歌の時間
などに手で遊んでしまうといった姿が見られた。
紙を回収し、床にも紙が落ちていない状態にする
ということを徹底していく必要があった。
音遊びや演奏が平易なものを取り入れても、す

ぐには生徒の創作への難しさは払拭されない。「自
分にも音楽をつくることができるんだ」と思える
ような手立てや活動を考えていきたい。
適切な条件設定が必要であった。今回の実践で

は、一人一人テーマがバラバラで自由度が高かっ
た。様々なイメージが連想できるテーマで統一
し、グループワークがより効果的になるよう工夫
する必要があったと考える。
また、録音する際のタブレットの操作説明など

も、順序だててわかりやすくしないと混乱が起き
てしまう。生徒にわかりやすく説明できるよう、
話し方にも気をつけるようにしたい。

ⅣⅣ アアーーテティィキキュュレレーーシショョンンをを工工夫夫すするる活活動動をを取取りり
入入れれたた実実践践（（教教師師力力向向上上実実習習ⅠⅠ））

１１ 生生徒徒のの実実態態
実習校の生徒は、音楽の授業に進んで参加できる

生徒が多く、創作や器楽などの活動には楽しんで参加
する様子が見られる。コロナウイルスの影響で歌唱や
器楽の活動、話し合い活動はあまりできていない。

年生（当時）においては、 年生の頃に「栄光の
架橋」を練習していたため、リコーダーの演奏技能自
体は低くないと思われるが、「リコーダーを演奏する
ことが好きだ」と答えた生徒は、「好きではない」と
答えた生徒の数とあまり変わらないことがアンケート

調査からわかった。
【資料７】は事前アンケートの結果である。音楽

の授業で仲間と協力したり話し合ったりしたいと思う
生徒が 割で、協働的な学びを生徒たち自身が求め
ていると考えることができる。なお、リコーダーを演
奏する時に気を付けていることに関して「息の強さ」
や「音色」、「テンポ」や「タンギング」、「運指」の項
目は大体同じくらいの生徒が回答しているが、「アー
ティキュレーション」と答えた生徒が非常に少なかっ
た。これは今まで学習してきたリコーダーの曲にほと
んどにアーティキュレーションが書かれておらず、意
識する必要性を感じていなかったためだと思われる。

２２ 目目指指すす子子どどもも像像
生徒の実態を踏まえ、本題材で目指す子ども像を次

のように設定した。
協働的な学習を通して、様々な価値観を受け入れて自
らの学びに活かすことのできる生徒
３３ 手手立立てて
・・アアーーテティィキキュュレレーーシショョンンをを工工夫夫すするる活活動動
曲を演奏できるようにして終わりではなく、アー

ティキュレーションを自ら工夫する活動を行うこと
で、作り手の立場を体験し、主体的に表現を工夫でき
るようになると考えた。
・・ のの画画面面比比較較機機能能のの活活用用
「画面比較」機能を活用することで、異なる意見

をもつ生徒同士で対比することができ、さらに思考を
深められるのではないかと考えた。
・・ のの発発表表ノノーートト機機能能のの活活用用

資料７

②②ワワーーククシシーートトかからら
【資料 】のワークシートは、第 時から第 時に

おいて扱った音探しのワークシートである。この生徒
は、自分で見つけた音、友達から教えてもらった

音、 の動画を鑑賞して見つけた音をそれぞ
れ分けて書いている。特に自分で見つけた音色から
は、「楽しいような」、「タンバリンやマラカスのよう
な」といったような明るい雰囲気を感受している。ま
た、音に対する自分なりのイメージをマークとして表
すことができている。

【資料４】は、第 時から第 時にかけて扱った
生徒 の図形楽譜のワークシートである。前時まで
に見つけた音を組み合わせ、図形楽譜として表した。
生徒 は「楽しい感じ」をテーマとし、特に工夫し
たこととして、楽しい感じになるように、明るい感じ
の音を組み合わせてつくったと記述している。また、
作品の中では友達から得た学びも取り入れている。演
奏した音源を聴くと、音色だけでなく、リズムによっ
ても構成が工夫されており、知覚・感受したこととを
自己のイメージと関連させながら音楽で表現すること
ができていたと考えられる。

【資料５】のワークシートは、生徒 による音探
しのワークシートである。生徒 とは違い、音色か

ら「風の音」、「雨の音」など、自然の音を連想したこ
とがうかがえる。指で紙を弾いたことによって生じた
音に対し、生徒 は楽しいという感じを受けている
が、生徒 は雨の音のように感じている。このよう
に、同じ音の出し方をしても人によって感じ方が違う
ということが音楽科ではしばしばみられるが、どちら
の音の受け止め方も間違いではないと考える。むしろ
こうした感じ方の違いについて学級に広げていくこと
で、主体的に表現を工夫する姿につながっていくので
はないかと考える。

【資料６】は生徒 による図形楽譜のワークシー
トである。生徒 は「雨の日の感じ」をテーマと
し、特に工夫したこととして雨が強くなっていく感じ
を、強弱を使って工夫したと記述している。演奏した
音源を聴くと、雨の日を表現するために自分自身が雨
の音だと感じた音から始まり、雷や風なども音色を生
かして表現しようとしていることがうかがえる。音探
しを行ってからテーマを決めて創作の活動に取り組ん
だことにより、音色を聴きとり、音色の働きが生み出
すよさや面白さ、美しさを生かした表現につながった
のではないかと考える。

③③振振りり返返りりのの記記述述かからら
振り返りに書かれた記述を分析してみると、「丸め

資料６ 生徒資料４ 生徒
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（（３３））成成果果とと課課題題
①①成成果果
アーティキュレーションを工夫する活動を取り入れ

たことで、リコーダーを演奏する際にアーティキュレ
ーションに気を付けて演奏する生徒が増えた。また、
再表現活動で終わらず、思いや意図をもって音楽表現
を工夫しようとする姿がみられた。

の機能を活用することで、コロ
ナ禍であってもお互いの考えや意見の交流ができた。
②②課課題題
自分なりの表現を考えるということに戸惑いを見せ

る生徒が多く、鑑賞などの活動を取り入れながらアー
ティキュレーションによって生み出される特質や雰囲
気を体感することが必要であったと考える。また、自
分の表現したいことを演奏で表現することが難しく、
楽譜通りにアーティキュレーションを吹き分けられて
いない生徒も見られた。授業の初めに、常時活動とし
て吹き方を確認したり、演奏を録画し、教師がフィー
ドバックしたりしていく必要があったと考えられる。

ⅤⅤ アアーーテティィキキュュレレーーシショョンンをを工工夫夫すするる活活動動をを取取りり
入入れれたた実実践践（（教教師師力力向向上上実実習習ⅢⅢ））

１１ 生生徒徒のの実実態態
実習校の 年生は、アルトリコーダーについて

は、組み立て方・片づけ方・基本的な運指（ド～１オ
クターブ上のド）を学習し、「主は冷たい土の中に」

や「虹の彼方に」といった楽曲を演奏してきた。しか
し、自分でアーティキュレーションを付け、創意工夫
するといった経験はあまり無いため、思いや意図をも
って主体的に表現しようとすることには課題が残る。
また、グループで協働して活動する経験もまだ少ない
ため、協働して音楽表現を創意工夫する場面も必要で
ある。そこで、実際に既存の曲を自分なりに解釈し、
グループでアーティキュレーションを考える活動を行
うことで、思いや意図をもって主体的に音楽表現を創
意工夫できるようにしたい。また、リコーダーを演奏
する時に気を付けていることについて中学校 年生
学級 人にアンケート調査を行ったところ、やはり
アーティキュレーションに気を付けてい吹いている生
徒は 割ほどしかいなかった。こうした実態を改善
していきたい。
２２ 目目指指すす生生徒徒像像
生徒の実態を踏まえ、本題材で目指す子ども像を次の
ように設定した。
思いや意図をもって主体的に音楽表現を工夫する
生徒
３３ 手手立立てて
・・ススタタッッカカーートト奏奏法法中中心心のの演演奏奏ととレレガガーートト奏奏法法中中心心
のの演演奏奏のの比比較較聴聴取取
教師力向上実習Ⅰでの実践の反省として、スタッ

カート奏法で演奏した時にどのように感じるか、レガ
ート奏法で演奏した時にどのように感じるかといった
知覚・感受したこととを交流する場がなかったことが
挙げられる。そのため今回の実践ではスタッカート奏
法中心の演奏とレガート奏法中心の演奏の比較聴取を
行うことにより、生徒がイメージを膨らませやすくな
ると考えた。
・・楽楽譜譜上上のの音音符符やや歌歌詞詞にに注注目目ささせせ、、自自分分ののイイメメーー
ジジとと関関わわららせせてて考考ええるるここととががででききるるよよううににすするる。。
旋律の流れや歌詞に注目させることで、知覚・

感受したことと自己のイメージを関連させて表現
を工夫できるのではないかと考えた。
・・楽楽譜譜のの移移調調
本実践で扱う文部省唱歌「つき」を、原調の「ヘ

長調」から完全４度下げた「ハ長調」に移調し、無理
のない音高で既習の運指のみで吹けるようした。
・・アアーーテティィキキュュレレーーシショョンンをを工工夫夫すするる活活動動
曲を演奏できるようにして終わりではなく、アー

ティキュレーションを自ら工夫する活動を行うこと
で、主体的に表現を工夫できるようになると考えた。
４４ 授授業業実実践践のの実実際際
対象： 中学校 第 学年
分野：器楽
題材：表現を工夫しよう
教材：文部省唱歌「つき」

資料 上：生徒 下：生徒
発表ノート機能を活用してタブレット上で楽譜を配

布し、書き込めるようにする。そうすることで、
の画面比較機能を活用して表現を

比較したり、グループワーク機能を活用して瞬時に他
の人の楽譜を参考にできるようにしたりできるように
なると考えた。
・・実実際際にに自自分分でで表表現現ししたたいいここととをを楽楽譜譜にに書書きき込込むむ。。
ただアーティキュレーションに関する説明を聞くだ

けではなく、実際に自分で楽譜に書き込むことで作り
手としての体験ができ、アーティキュレーションに気
を付けて演奏するようになるのではないかと考えた。
４４ 授授業業実実践践のの実実際際
対象： 中学校 第２学年
分野：器楽
題材：曲想を感じ取って、表現の仕方を工夫しよう
教材：「聖者の行進」
（（１１））実実践践内内容容のの概概要要
タブレットで配布された楽譜にアーティキュレー

ションを書き込みながら、自分なりの思いや意図をも
つ。

、 人の抽出した生徒が、表現の工夫を書き込ん
だ楽譜をテレビ画面に提示しながら実際にリコーダー
を演奏する。
タブレット端末で気づいたことや感じたことをま

とめ、テレビ画面に映して共有する。
なお本実践は、 のホームページ

で紹介されていた三笠による「コロナ禍におけるリコ
ーダー指導の実際」という実践を参考に、教材や内容
を筆者が工夫したものである。
（（２２））結結果果とと考考察察
①①アアンンケケーートト調調査査かからら
【資料８】は、事後アンケートの結果である。事

前アンケートの時よりもアーティキュレーションに気
を付けて演奏する生徒が増え、自分でアーティキュレ

ーションをつけることは、スラーやスタッカートの理
解につながったという生徒が半数以上であった。この
ことから、自分でアーティキュレーションをつけ、表
現を工夫する活動を行ったことで、楽譜に書かれたア
ーティキュレーションも意識できるようになったので
はないかと考える。しかし、単にアーティキュレーシ
ョンの付いている曲を練習することでも同様の効果が
得られる可能性があるため、実践による比較が必要で
あると考える。
②②生生徒徒ののワワーーククシシーートトのの記記述述かからら
【資料９】は、「聖者の行進」のアーティキュレー

ションを付ける活動で扱ったタブレット上で配布した
生徒 のワークシートである。配布の際には、

の「発表ノート」機能を活用し
た。タブレット上のワークシートにアーティキュレー
ションを書き込み、テレビに映すことで全体への共有
を図った。この生徒 は１回目のド、ミ、ファ、ソ
の音型にテヌートを付け、 回目のド、ミ、ファ、ソ
の音型ではスタッカートを付けることで雰囲気を変え
ている。また、しっとりとした感じの演奏にしたいと
いう思いをもち、スラーを多めにつけてレガート奏法
中心で演奏しようとしている。このことから、スラー
（レガート奏法）のもたらす雰囲気と自己のイメージ
とを関わらせながら表現を工夫しようとしており、音
楽的な見方・考え方を働かせた学習になっていると考
えられる。

③③振振りり返返りりへへのの記記述述かからら
【資料 】は、意見交流後の生徒 と生徒 によ

る振り返りの記述である。他者の考えを、自分の工夫
に活かそうとしていることが読み取ることができる。
こういったことの積み重ねが、主体的な表現の工夫に
つながると考えられる。また、実際に楽譜を見せなが
ら演奏することは、生徒の思考を刺激することにつな
がったと考えられる。
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（（３３））成成果果とと課課題題
①①成成果果
アーティキュレーションを工夫する活動を取り入れ

たことで、リコーダーを演奏する際にアーティキュレ
ーションに気を付けて演奏する生徒が増えた。また、
再表現活動で終わらず、思いや意図をもって音楽表現
を工夫しようとする姿がみられた。

の機能を活用することで、コロ
ナ禍であってもお互いの考えや意見の交流ができた。
②②課課題題
自分なりの表現を考えるということに戸惑いを見せ

る生徒が多く、鑑賞などの活動を取り入れながらアー
ティキュレーションによって生み出される特質や雰囲
気を体感することが必要であったと考える。また、自
分の表現したいことを演奏で表現することが難しく、
楽譜通りにアーティキュレーションを吹き分けられて
いない生徒も見られた。授業の初めに、常時活動とし
て吹き方を確認したり、演奏を録画し、教師がフィー
ドバックしたりしていく必要があったと考えられる。

ⅤⅤ アアーーテティィキキュュレレーーシショョンンをを工工夫夫すするる活活動動をを取取りり
入入れれたた実実践践（（教教師師力力向向上上実実習習ⅢⅢ））

１１ 生生徒徒のの実実態態
実習校の 年生は、アルトリコーダーについて

は、組み立て方・片づけ方・基本的な運指（ド～１オ
クターブ上のド）を学習し、「主は冷たい土の中に」

や「虹の彼方に」といった楽曲を演奏してきた。しか
し、自分でアーティキュレーションを付け、創意工夫
するといった経験はあまり無いため、思いや意図をも
って主体的に表現しようとすることには課題が残る。
また、グループで協働して活動する経験もまだ少ない
ため、協働して音楽表現を創意工夫する場面も必要で
ある。そこで、実際に既存の曲を自分なりに解釈し、
グループでアーティキュレーションを考える活動を行
うことで、思いや意図をもって主体的に音楽表現を創
意工夫できるようにしたい。また、リコーダーを演奏
する時に気を付けていることについて中学校 年生
学級 人にアンケート調査を行ったところ、やはり
アーティキュレーションに気を付けてい吹いている生
徒は 割ほどしかいなかった。こうした実態を改善
していきたい。
２２ 目目指指すす生生徒徒像像
生徒の実態を踏まえ、本題材で目指す子ども像を次の
ように設定した。
思いや意図をもって主体的に音楽表現を工夫する
生徒
３３ 手手立立てて
・・ススタタッッカカーートト奏奏法法中中心心のの演演奏奏ととレレガガーートト奏奏法法中中心心
のの演演奏奏のの比比較較聴聴取取
教師力向上実習Ⅰでの実践の反省として、スタッ

カート奏法で演奏した時にどのように感じるか、レガ
ート奏法で演奏した時にどのように感じるかといった
知覚・感受したこととを交流する場がなかったことが
挙げられる。そのため今回の実践ではスタッカート奏
法中心の演奏とレガート奏法中心の演奏の比較聴取を
行うことにより、生徒がイメージを膨らませやすくな
ると考えた。
・・楽楽譜譜上上のの音音符符やや歌歌詞詞にに注注目目ささせせ、、自自分分ののイイメメーー
ジジとと関関わわららせせてて考考ええるるここととががででききるるよよううににすするる。。
旋律の流れや歌詞に注目させることで、知覚・

感受したことと自己のイメージを関連させて表現
を工夫できるのではないかと考えた。
・・楽楽譜譜のの移移調調
本実践で扱う文部省唱歌「つき」を、原調の「ヘ

長調」から完全４度下げた「ハ長調」に移調し、無理
のない音高で既習の運指のみで吹けるようした。
・・アアーーテティィキキュュレレーーシショョンンをを工工夫夫すするる活活動動
曲を演奏できるようにして終わりではなく、アー

ティキュレーションを自ら工夫する活動を行うこと
で、主体的に表現を工夫できるようになると考えた。
４４ 授授業業実実践践のの実実際際
対象： 中学校 第 学年
分野：器楽
題材：表現を工夫しよう
教材：文部省唱歌「つき」

資料 上：生徒 下：生徒
発表ノート機能を活用してタブレット上で楽譜を配

布し、書き込めるようにする。そうすることで、
の画面比較機能を活用して表現を

比較したり、グループワーク機能を活用して瞬時に他
の人の楽譜を参考にできるようにしたりできるように
なると考えた。
・・実実際際にに自自分分でで表表現現ししたたいいここととをを楽楽譜譜にに書書きき込込むむ。。
ただアーティキュレーションに関する説明を聞くだ

けではなく、実際に自分で楽譜に書き込むことで作り
手としての体験ができ、アーティキュレーションに気
を付けて演奏するようになるのではないかと考えた。
４４ 授授業業実実践践のの実実際際
対象： 中学校 第２学年
分野：器楽
題材：曲想を感じ取って、表現の仕方を工夫しよう
教材：「聖者の行進」
（（１１））実実践践内内容容のの概概要要
タブレットで配布された楽譜にアーティキュレー

ションを書き込みながら、自分なりの思いや意図をも
つ。

、 人の抽出した生徒が、表現の工夫を書き込ん
だ楽譜をテレビ画面に提示しながら実際にリコーダー
を演奏する。
タブレット端末で気づいたことや感じたことをま

とめ、テレビ画面に映して共有する。
なお本実践は、 のホームページ

で紹介されていた三笠による「コロナ禍におけるリコ
ーダー指導の実際」という実践を参考に、教材や内容
を筆者が工夫したものである。
（（２２））結結果果とと考考察察
①①アアンンケケーートト調調査査かからら
【資料８】は、事後アンケートの結果である。事

前アンケートの時よりもアーティキュレーションに気
を付けて演奏する生徒が増え、自分でアーティキュレ

ーションをつけることは、スラーやスタッカートの理
解につながったという生徒が半数以上であった。この
ことから、自分でアーティキュレーションをつけ、表
現を工夫する活動を行ったことで、楽譜に書かれたア
ーティキュレーションも意識できるようになったので
はないかと考える。しかし、単にアーティキュレーシ
ョンの付いている曲を練習することでも同様の効果が
得られる可能性があるため、実践による比較が必要で
あると考える。
②②生生徒徒ののワワーーククシシーートトのの記記述述かからら
【資料９】は、「聖者の行進」のアーティキュレー

ションを付ける活動で扱ったタブレット上で配布した
生徒 のワークシートである。配布の際には、

の「発表ノート」機能を活用し
た。タブレット上のワークシートにアーティキュレー
ションを書き込み、テレビに映すことで全体への共有
を図った。この生徒 は１回目のド、ミ、ファ、ソ
の音型にテヌートを付け、 回目のド、ミ、ファ、ソ
の音型ではスタッカートを付けることで雰囲気を変え
ている。また、しっとりとした感じの演奏にしたいと
いう思いをもち、スラーを多めにつけてレガート奏法
中心で演奏しようとしている。このことから、スラー
（レガート奏法）のもたらす雰囲気と自己のイメージ
とを関わらせながら表現を工夫しようとしており、音
楽的な見方・考え方を働かせた学習になっていると考
えられる。

③③振振りり返返りりへへのの記記述述かからら
【資料 】は、意見交流後の生徒 と生徒 によ

る振り返りの記述である。他者の考えを、自分の工夫
に活かそうとしていることが読み取ることができる。
こういったことの積み重ねが、主体的な表現の工夫に
つながると考えられる。また、実際に楽譜を見せなが
ら演奏することは、生徒の思考を刺激することにつな
がったと考えられる。
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はスタッカートを用いている。 班は、本来音を短く
切って演奏するスタッカート奏法を使うことで、レガ
ート奏法で演奏する部分と対比させ、強調させようと
していると考えられる。また、 小節目と 小節目を
滑らかに演奏するためにスラーを付けてレガート奏法
で演奏しようとしていることが読み取れる。しかし、
小節目から 小節目の明るい感じを、レガート奏法

でどのように表現するのかという部分に関しては生徒
の思いや意図をしっかり確認するべきところだったと
反省している。
また、ワークシートそのものについても、五線譜

の上にどんなことを表現したいのか記入する欄をつく
ったが、生徒にとって見にくくなってしまった。 班
のワークシートからは、スタッカート奏法中心の演奏
と、レガート奏法中心の演奏による比較聴取の効果は
実感できなかった。

【資料 】は 班のワークシートである。 班
は、 段目で月が出たのがうれしく、飛び跳ねている
感じを表現しようと、 小節目と 小節目にスタッカ
ートを付け、 小節目と 小節目にはスラーを付けて
いる。 小節目と 小節目の歌詞は「でたでた」とな
っており、そこにスタッカートを付けることで月が出
たうれしさや飛び跳ねている感じを表現しようとして
いると考えられる。 段目の思いや意図を記入する欄
には、「まーるいだから、まーのところをスラーに
し、優しい雰囲気をだした」と記述されている。歌詞
に注目し、言葉に合わせた表現をしようとしていると
考えられる。また、スラーによって生み出される特質
を生かし、優しい雰囲気を表現しようとしている。こ
のことから、歌詞に注目させることで、歌詞から表現
したいイメージを膨らませることができたと考えられ
る。

（（３３））成成果果とと課課題題
①①成成果果
歌詞に注目させることで、どのように表現を工夫

するかイメージを膨らませることにつなげることがで
きた。これまでアーティキュレーションを工夫すると
いった、楽譜に書かれていないことを表現する経験が
少なかったため、最初は自分の意見をなかなかもてな
かった生徒も、最終的には自分の意見をもつことがで
きた。
②②課課題題
生徒の実態に合った教材の選択が必要であった。
ハ長調に移調したことで、新しく習う運指はなか

ったが、 段目のリズムが難しいこと、ソからラへい
くときの運指の難しさをもっと考慮しなければならな
かった。
リコーダーでアーティキュレーションを工夫する

活動を行うためには、それまでにスモールステップで
タンギングや運指をしっかり習得しておくことが必要
であると感じた。
今回の実践では、個人で考える時間も少なく、班

での話し合いもあまり深めることができなかった。
全体的に、生徒理解が足りておらず、時間配分が

適切でなかった。そのため、当初予定していた活動を
行うことができなった。リコーダーが苦手な生徒をし
っかりと把握し、机間指導時にはすぐに駆け付け指導
するといったことが必要であった。また、説明や指示
にもっと具体性が必要であった。ワークシートのどこ
に書くのかを分かっていない生徒もいたため、より丁
寧な説明が必要であったと感じる。

ⅥⅥ ままととめめ
１１ 教教師師力力向向上上実実習習をを通通ししてて得得たた成成果果
本研究では、音遊びやアーティキュレーションを

資料 班

資料 班（（１１））実実践践内内容容
まず、リコーダーのスタッカート奏法とレガート

奏法について、記号の意味や演奏方法を学習した。そ
の後、 の「発表ノート」に張り付
けた、教師による文部省唱歌「つき」（スタッカート
奏法中心の演奏とレガート奏法中心の演奏）の演奏を
それぞれ比較聴取し、アーティキュレーションの違い
による曲想の変化を感じ取る活動を行った。
ウォーミングアップとしてタンギング練習を行っ

た後、「つき」を個人で練習した。
段目を取り出し練習した後、 段目だけリレー奏

を行った。その後、全員で曲を通しで演奏した。
グループに分かれ、楽譜にアーティキュレーショ

ンを書き込みながら、表現を工夫する。想定よりも練
習に時間が必要だったため、ポイントを絞り、曲の一
部にアーティキュレーションを付ける活動に変更した。
アーティキュレーションをどのような表現を目指して
付けたのかという部分で思いや意図を言語化するのが
難しい生徒には、スタッカートを使うとどんな感じが
したか、スラーを付けるとどうなるかといったことを
実際に演奏しながら試行錯誤するよう促した。
中間発表を行い、どんなアーティキュレーション

を付けたか、なぜそのようにしたのかを発表した。
（（２２））結結果果とと考考察察
①①アアンンケケーートト調調査査かからら
【資料 】は、事後アンケートの結果である。実

践前と比べてアーティキュレーションの項目に大きな
変容は見られなかった。これは、筆者の生徒の実態把
握が甘く、アーティキュレーションを工夫する活動の
時間を十分とることができなかったためだと思われ

る。限られた指導計画の中で、どのような学習活動に
焦点を当てるのかを吟味して実践をするべきであっ
た。
タンギングや息の強さに気を付けている生徒も減

少している。中学校 年生で運指を十分習得してい
ない段階で、意識することが増えてしまったからだと
考えられる。スタッカート奏法やレガート奏法は、タ
ンギングを習得していることが前提の奏法であるた
め、 年生でアーティキュレーションを工夫する活動
を行う前段階として、タンギングがちゃんとできるの
か実態を正確に把握しておく必要がある。扱う教材に
ついても、「聖者の行進」のように片手で演奏でき、
アーティキュレーションの工夫に集中できる教材を選
択するべきであった。
今回のアンケートの結果をしっかりと受け止め、

反省し、これからの教育活動に生かしていく必要があ
る。
②②ワワーーククシシーートトへへのの記記述述かからら
【資料１２】は「つき」のアーティキュレーショ

ンを工夫する活動を行う際に扱った 班のワークシ
ートの一部である。本実践では班で話し合いながらア
ーティキュレーションを工夫し、決定したアーティキ
ュレーションをワークシートに記入した。また、なぜ
スタッカート奏法を用いるのか、なぜレガート奏法を
用いるのか、その思いや意図を確認しながら机間指導
を行った。

班は、 小節目と 小節目ではスラーを用いてい
るが、 小節目と 小節目ではスタッカートを用いて
いる。また、 小節目から 小節目の 拍目まではス
ラーを用いているが、最後の「まるい」の歌詞の部分
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はスタッカートを用いている。 班は、本来音を短く
切って演奏するスタッカート奏法を使うことで、レガ
ート奏法で演奏する部分と対比させ、強調させようと
していると考えられる。また、 小節目と 小節目を
滑らかに演奏するためにスラーを付けてレガート奏法
で演奏しようとしていることが読み取れる。しかし、
小節目から 小節目の明るい感じを、レガート奏法

でどのように表現するのかという部分に関しては生徒
の思いや意図をしっかり確認するべきところだったと
反省している。
また、ワークシートそのものについても、五線譜

の上にどんなことを表現したいのか記入する欄をつく
ったが、生徒にとって見にくくなってしまった。 班
のワークシートからは、スタッカート奏法中心の演奏
と、レガート奏法中心の演奏による比較聴取の効果は
実感できなかった。

【資料 】は 班のワークシートである。 班
は、 段目で月が出たのがうれしく、飛び跳ねている
感じを表現しようと、 小節目と 小節目にスタッカ
ートを付け、 小節目と 小節目にはスラーを付けて
いる。 小節目と 小節目の歌詞は「でたでた」とな
っており、そこにスタッカートを付けることで月が出
たうれしさや飛び跳ねている感じを表現しようとして
いると考えられる。 段目の思いや意図を記入する欄
には、「まーるいだから、まーのところをスラーに
し、優しい雰囲気をだした」と記述されている。歌詞
に注目し、言葉に合わせた表現をしようとしていると
考えられる。また、スラーによって生み出される特質
を生かし、優しい雰囲気を表現しようとしている。こ
のことから、歌詞に注目させることで、歌詞から表現
したいイメージを膨らませることができたと考えられ
る。
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少なかったため、最初は自分の意見をなかなかもてな
かった生徒も、最終的には自分の意見をもつことがで
きた。
②②課課題題
生徒の実態に合った教材の選択が必要であった。
ハ長調に移調したことで、新しく習う運指はなか

ったが、 段目のリズムが難しいこと、ソからラへい
くときの運指の難しさをもっと考慮しなければならな
かった。
リコーダーでアーティキュレーションを工夫する

活動を行うためには、それまでにスモールステップで
タンギングや運指をしっかり習得しておくことが必要
であると感じた。
今回の実践では、個人で考える時間も少なく、班

での話し合いもあまり深めることができなかった。
全体的に、生徒理解が足りておらず、時間配分が

適切でなかった。そのため、当初予定していた活動を
行うことができなった。リコーダーが苦手な生徒をし
っかりと把握し、机間指導時にはすぐに駆け付け指導
するといったことが必要であった。また、説明や指示
にもっと具体性が必要であった。ワークシートのどこ
に書くのかを分かっていない生徒もいたため、より丁
寧な説明が必要であったと感じる。
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習に時間が必要だったため、ポイントを絞り、曲の一
部にアーティキュレーションを付ける活動に変更した。
アーティキュレーションをどのような表現を目指して
付けたのかという部分で思いや意図を言語化するのが
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変容は見られなかった。これは、筆者の生徒の実態把
握が甘く、アーティキュレーションを工夫する活動の
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た。
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め、 年生でアーティキュレーションを工夫する活動
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用いるのか、その思いや意図を確認しながら机間指導
を行った。
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工夫する活動を取り入れることによって再表現活動に
偏らない、音楽的な見方・考え方を働かせる授業にな
ると考え授業実践を行ってきた。
音遊びを行ったことで、難しいと思っている創作

の活動も、音を聴いて感じたことと、自己のイメージ
を関連させながら行うことができた。また、紙を教材
として扱うことで、高い演奏技術を必要とせず、歌や
リコーダーが苦手な生徒も音色の探求に集中すること
ができた。これは、紙を教材として扱う大きな利点で
あると言える。リコーダーは個人の技能の差が顕著で
あり、苦手な子は演奏に必死になってしまう。
創作の学習において、音探しをして音楽を構成す

る素材を集めておくこと、表現するテーマを決めるこ
と、子どもの思いや意図を適宜確認することの つ
は、特に重要な手立てであると感じた。
アーティキュレーションを工夫する活動を取り入れ

ることで、リコーダーを演奏する際にアーティキュレ
ーションに気を付けて演奏する生徒が増えた。また、
再表現活動で終わらず、思いや意図をもって音楽表現
を工夫しようとする姿がみられた。
また、アーティキュレーションを工夫する活動は、

指示がない楽譜を音楽として表現するのがいかに難し
いかという大切さに気づくことにつながると感じた。
教師力向上実習を通して、授業をする難しさとやり

がいを改めて感じることができた。創作や、アーティ
キュレーションを工夫する活動は、生徒たちが思うよ
うに難しいことであったかもしれない。しかし、ある
子がスタッカートを付けているところに別の子はスラ
ーを付けてみたり、スラーを付ける位置が人によって
違ったりといった音楽性の違いなどを感じることがで
きる実践になったのではないかと考える。この音楽性
について、中学生の段階で気づかせる大切さを感じ
た。
２２ 今今後後のの課課題題
生徒の創作に対する難しいというイメージはあま

り減らすことができなかった。また、自分の表現した
いものがなかなか決まらなかったり、どのように表現
したらいいのかわからなかったりした生徒も見受けら
れたため、そうした生徒に対する有効な指導・援助に
ついても考えていく必要がある。また、今回の紙を扱
った創作は基本的に一人で一曲をつくる活動だった
が、ペアやグループでセッションを行うことで、音色
以外の要素も捉えられるのではないかと考えた。
アーティキュレーションを工夫する活動では、リコ

ーダーの技能について教師が実態を把握しておく必要
があると感じた。この活動を取り入れる前に、しっか
りとタンギングや運指などの基礎基本ができているこ
とが求められることがわかった。
音楽をつくる当事者意識を育てるためには、より計

画的な題材構想が必要だと感じた。鑑賞と創作、器楽

と創作、歌唱と創作といったように、様々な組み合わ
せを試していきたい。
３３ おおわわりりにに
音楽科の学習において、情景や心情をイメージし

て演奏することは少なくない。しかし、ただイメージ
するだけでなく、どのように演奏すると伝わるのかと
いうことを考え、試行錯誤し、主体的に表現しようと
することが大切だと考える。
今後は、再表現活動に偏らないよう気をつけなが

ら、創作を中心とした題材構想を行い、音楽的な見
方・考え方を働かせる授業づくりを続けていきたい。
授業を考えたり実践したりする中で、生徒の実態

を適切に把握することや、必要な指導・援助を用意し
ておくこと、そして学習規律が必要であることを学ん
だ。また、生徒がわかりやすいように指示を出すとい
うことの難しさも感じた。今後はそうした教師力向上
実習での課題を克服し、子どもが楽しみながら音楽的
な見方・考え方を働かせられる授業づくりのできる教
師を目指していきたい。
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